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尾
崎
行
雄
は
、
明
治
二
十
三
年
の
第
一
回
総
選
挙
か
ら
二
五
回
も
の
連
続
当
選
を
果
た
し
、
六
三
年
に
及
ぶ
議
員
生
活
を
送
っ
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
尾
崎
が
経
験
し
た
二
五
回
に
昇
る
選
挙
か
ら
、
第
七
回
総
選
挙
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
特
異
性
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
第
七
回
総
選
挙
は
、
明
治
三
十
五
年
八
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
帝
国
議
会
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
四
議
会
で
改
正
さ
れ
た
選
挙
法
が
適
用
さ
れ
る
総
選
挙
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
選
挙
法
に
よ
り
、
衆
議
院
の
定
法
政
史
学
第
六
十
九
号
研究ノート
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
は
じ
め
に
’
第
七
回
総
選
挙
の
諸
相
Ｉ
（１）
数は一二○○から一二七六に増員となり、選挙権の要件である
「
納
税
額
一
五
円
以
上
」
も
一
○
円
ま
で
減
額
さ
れ
て
有
権
者
数
が
増
大
し
た
。
ま
た
、
小
選
挙
区
制
が
大
選
挙
区
制
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
尾
崎
の
選
挙
区
は
三
重
県
第
五
区
（
度
会
・
志
摩
・
南
牟
婁
・
北
牟
婁
郡
、
定
員
二
名
）
か
ら
、
郡
部
選
挙
区
（
郡
部
全
域
、
定
員
七
名
）
へ
と
範
囲
を
広
げ
た
。
議
席
数
．
有
権
者
・
選
挙
区
の
拡
大
は
選
挙
戦
を
一
変
さ
せ
、
三
重
県
郡
部
選
挙
区
で
も
、
七
名
の
定
員
に
対
し
て
、
一
七
名
も
の
候
補
者
が
乱
立
し
な
が
ら
議
席
獲
得
を
争
っ
た
。
尾
崎
に
と
っ
て
は
、
政
友
会
か
ら
出
馬
す
る
初
の
総
選
挙
と
い
う
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
非
常
に
重
要
な
選
挙
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
田
中
麻
愛
渡
辺
穣
七
○
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（２）
ず、根底｛と揺るがすほどの苦戦を強いられている。なぜ、
そ
れ
ま
で
の
好
調
さ
を
一
変
さ
せ
る
よ
う
な
苦
戦
に
陥
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
見
て
い
き
た
い
。
森
本
確
也
は
、
尾
崎
に
と
っ
て
は
第
一
Ⅲ
総
選
挙
以
来
の
Ｍ
志
と
い
う
存
在
で
、
第
三
Ｍ
総
選
挙
か
ら
は
何
一
政
党
・
同
一
選
挙
区
か
ら
共
に
当
選
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
志
摩
郡
有
数
の
人
地
主
で
、
県
内
全
域
に
豆
り
強
い
影
響
力
が
あ
っ
た
森
本
は
、
尾
崎
支
援
の
立
役
者
で
も
あ
り
、
ま
た
彼
の
残
し
た
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
（３）
書
簡
は
後
世
の
研
究
に
寄
与
し
て
い
る
。
そ
の
森
本
は
、
第
七
同
総
選
挙
に
は
川
馬
せ
ず
、
尾
崎
へ
の
支
援
の
み
に
徹
す
る
と
い
う
体
裁
を
執
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
初
は
森
本
に
も
出
馬
の
意
志
が
あ
り
、
尼
崎
と
の
間
に
紛
糾
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
本
進
退
Ⅲ
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
年
末
か
ら
兆
候が見受けられていた。
小
生
は
二
十
年
間
の
政
治
生
活
に
於
て
未
曾
有
の
辛
労
と
勉
強
を
致
し
居
候
為
め
、
乍
思
老
兄
の
進
退
事
件
を
迂
延
せ
し
め
候
段
、
不
悪
御
諒
察
被
下
度
候
。
今
や
政
府
と
政
友
会
と
は
共
に
危
機
一
髪
の
間
に
在
り
。
其
解
決
を
見
る
は
蓋
し
一
二
週
間
の
内
に
在
ら
ん
。
老
兄
の
進
退
も
其
間
御
猶
予
被
下
度
候
。
将
又
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
）
（
田
中
・
渡
辺
）
森
本
確
也
進
退
問
題
と
好
友
会
之
に
関
す
る
御
事
由
は
凡
て
伏
藏
な
く
承
り
た
る
後
、
善
後
の
（４）
計
を
講
し
た
く
存
候
問
、
秀
以
て
御
猶
予
可
被
下
候
。
尾
崎
は
、
問
題
が
浮
上
し
た
森
本
に
対
し
、
政
情
が
不
安
定
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
進
退
の
決
定
を
暫
く
保
留
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
確
か
に
、
第
一
六
議
会
の
予
算
案
撫
議
な
ど
で
、
政
友
会
総
務
委
員
だ
っ
た
尾
崎
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
進
退
問
題
を
棚
上
げ
に
さ
れ
た
森
本
に
と
っ
て
、
遺
恨
が
残
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
くない。そして年が明けた明治一一一－五年二月一二日付の書簡
で
は
、
関
係
悪
化
を
危
倶
し
た
尾
崎
が
、
森
本
と
の
面
会
を
望
ん
で
いる。尾崎は明治一二十四年十二月一一一十日より明治一一一十五年
一
月
二
十
日
ま
で
東
京
か
ら
離
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
森
本
が
尾
崎
の
意
図
を
誤
解
す
る
事
態
へ
陥
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
生
は
毫
も
貴
下
の
心
事
を
誤
解
せ
す
と
信
ず
。
小
生
が
新
開
氏
を
し
て
天
春
柴
原
等
に
「
貰
下
が
無
川
難
題
を
申
募
る
旨
」
を
吹
聴
せ
し
む
る
と
云
う
に
至
て
は
伝
聞
の
誤
り
に
て
、
小
生
は
貴
下
の
希
望
を
貫
徹
す
る
の
手
段
に
も
成
ん
乎
と
存
じ
、
首
と
し
て
右
二
氏
に
協
議
を
依
頼
し
た
る
な
り
。
小
生
が
永
井
、
天
春
、
栗
原
等
に
協
議
す
る
は
貴
下
の
希
望
な
り
し
と
記
憶
（５）
す
。
伝
聞
は
誤
謬
を
生
じ
易
し
。
百
事
御
面
談
可
致
候
。
当
時
、
政
友
会
内
部
で
は
、
明
治
三
十
四
年
末
の
井
上
角
五
郎
・
田
健
治
郎
・
重
野
謙
次
郎
ら
軟
派
三
氏
除
名
に
伴
う
混
乱
が
続
い
て
七
一
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い
た
た
め
、
尾
崎
は
こ
れ
を
解
消
す
べ
く
奔
走
し
て
い
た
。
そ
し
て
（６）
同
時
に
、
別
の
渦
中
に
森
本
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
春
文
衛
・
栗
原
亮
一
と
も
に
三
重
を
立
脚
地
と
す
る
旧
自
由
党
派
の
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
む
し
ろ
原
因
は
、
半
年
後
に
控
え
た
政
友
会
が
初
め
て
臨
む
選
挙
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
森
本
と
の
間
で
面
談
が
行
わ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
森
本
の
進
退
問
題
に
発
展
が
見
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
な
い
。
森
本
の
進
退
問
題
が
完
全
に
決
着
し
た
の
は
、
実
に
選
挙
Ⅱ
前
の
七
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
伊
勢
新
聞
社
主
の
松
本
恒
之
助
に
よ
る
調
停
が
諮
ら
れ
、
森
本
の
出
馬
辞
退
と
い
う
形
で
収
ま
っ
た
。
（
前
略
）
去
る
九
日
尾
崎
氏
が
森
本
氏
を
聚
遠
楼
に
往
訪
し
た
る
際
、
森
本
氏
の
口
よ
り
自
己
は
志
摩
、
南
牟
婁
に
拠
り
貴
下
は
度
会
を
勒
し
此
の
区
川
を
確
守
し
互
に
相
犯
さ
ず
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
し
と
の
旨
を
以
て
、
立
の
意
を
言
明
し
た
る
も
当
時
尾
崎
氏
は
此
事
は
他
の
同
志
に
も
諮
り
た
る
上
に
て
何
分
の
確
答
を
な
す
べ
し
と
て
要
領
を
得
ず
し
て
快
を
別
ち
た
る
が
、
我
社
の
松
本
は
旧
第
五
区
の
形
勢
尾
崎
氏
に
不
利
な
る
上
、
森
本
氏
の
立
つ
以
上
は
双
方
の
不
利
な
る
を
看
取
し
宇
治
山
田
に
赴
き
て
尾
崎
、
森
本
両
氏
間
に
調
停
を
試
み
又
度
会
郡
の
有
志
白
井
清
栄
門
氏
と
も
会
見
し
三
子
者
の
問
に
奔
走
尽
力
し
た
る
結
果
森
本
氏
も
志
州
牟
婁
有
志
の
推
戴
に
依
り
て
他
の
地
方
と
の
法
政
史
学
第
六
十
九
号
関
係
を
思
慮
し
成
算
の
立
ざ
る
に
非
る
を
以
て
立
候
補
を
決
心
こ
そ
し
た
れ
、
固
よ
り
尾
崎
氏
に
対
す
る
多
年
の
交
誼
上
尾
崎
氏
の
分
野
に
侵
入
し
て
ま
で
当
選
を
欲
望
す
る
の
意
思
は
豪
末
も
之
な
き
事
と
て
釈
然
と
し
て
解
け
翻
然
と
し
て
悟
り
、
自
己
逐
鹿
の
念
を
断
ち
て
一
意
専
心
尾
崎
氏
を
翼
く
る
と
を
誓
言
す
るに至りし（以爪蝋）
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
森
本
は
七
月
上
旬
に
至
る
ま
で
出
蛎
の
意
欲
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
調
停
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
尾
崎
は
森
本
と
の
「
共
倒
れ
」
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
支
援
の
確
約
も
取
り
付
け
た
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
同
日
付
の
伊
勢
新
聞
に
は
、
森
本
が
出
馬
辞
退
と
と
も
に
（８）
尾
崎
推
薦
の
立
場
を
表
明
す
る
特
別
広
生
口
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
調
停
成
立
は
選
挙
一
ヵ
月
前
と
い
う
極
め
て
遅
い
時
期
で
あ
っ
た
。
合
わ
せ
て
尾
崎
は
議
会
開
会
中
と
同
様
に
、
政
友
会
総
務
委
員
と
し
て
党
務
に
奔
走
し
、
多
忙
な
Ⅱ
々
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
り
、
尾
崎
は
地
盤
間
め
が
不
十
分
な
状
態
だ
っ
た
と
一一一一回えるだろう。後述する浜田国松に関しても、この隙を衝
い
て
宇
治
山
田
に
侵
食
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
崎
が
地
元
で
の
選
挙
活
動
に
専
念
し
き
れ
な
か
っ
た
様
子
は
、
伊
勢
新
聞
の
記
事
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
◎
好
友
会
と
尾
崎
氏
七
二
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（
中
略
）
十
九
日
夜
好
友
会
員
の
重
な
る
人
々
は
古
市
町
某
所
に
会
合
せ
し
際
今
後
尾
崎
氏
を
援
く
る
に
於
て
は
此
際
氏
の
覚
悟
に
付
反
省
を
促
し
置
く
の
必
要
あ
る
を
認
め
氏
を
其
席
上
に
招
き
て
Ｈ
く
君
が
過
般
来
当
地
方
に
於
け
る
遊
説
は
浩
干
の
効
果
を
奏
せ
し
や
当
の
味
方
た
る
政
友
会
側
に
於
て
は
栗
原
氏
に
意
を
寄
す
る
も
の
多
く
Ⅱ
つ
同
氏
は
志
摩
郡
を
始
め
南
北
牟
婁
郡
及
び
一
志
、
度
会
に
捗
り
て
地
盤
を
固
め
つ
、
あ
る
も
君
は
何
れ
の
地
を
以
て
立
脚
地
と
せ
ら
る
、
や
今
後
の
覚
悟
こ
そ
大
（９）
事ならんとの忠一一一一口を提して反省を促したる（以下略）
好
友
会
と
は
、
度
会
郡
や
甘
色
で
あ
る
宇
治
山
川
町
を
中
心
と
す
（皿）
る
尾
崎
の
中
核
支
援
組
織
で
あ
っ
た
。
本
来
は
改
進
党
か
ら
続
く
流
れ
を
酌
む
組
織
で
、
政
治
的
な
立
場
に
お
い
て
は
進
歩
党
系
（
憲
政
（、）
本
党
）
に
属
す
る
。
し
か
し
、
憲
政
本
党
を
離
反
し
た
尾
崎
で
は
あ
っ
た
が
、
好
友
会
は
彼
に
対
す
る
支
援
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
好
友
会
が
尾
崎
に
対
し
て
、
向
ら
も
地
盤
同
め
を
意識するように強く促している。長年に一旦り尾崎を全面支
持
し
て
き
た
好
友
会
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
高
圧
な
態
度
を
示
す
背
景
に
は
、
本
来
は
進
歩
党
系
で
あ
る
と
い
う
政
治
的
信
条
を
捨
て
て
ま
で
支
援
に
徹
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
地
盤
固
め
が
緩
や
か
な
尾
崎
へ
焦
燥
感
を
抱
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
栗
原
亮
一
の
躍
進
も
好
友
会
を
動
揺
さ
せ
て
い
た
。
尾
崎
・
森
本
・
栗
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
二
）
（
川
中
・
渡
辺
）
公
同
会
と
は
度
会
・
宇
治
山
田
を
中
心
と
し
た
Ⅲ
第
五
区
の
政
友
会
系
組
織
で
あ
り
、
創
設
時
は
自
由
党
系
だ
っ
た
が
、
隈
板
内
閣
期
で
は
憲
政
党
の
成
立
に
伴
い
好
友
会
と
の
合
同
を
諮
っ
た
経
緯
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
政
友
会
の
発
足
や
、
尾
崎
の
憲
政
本
党
脱
退
・
政
友
会
参
画
を
通
じ
て
、
名
目
上
は
政
友
会
三
重
県
支
部
の
公
認
候
補
で
あ
る
尾
崎
へ
支
援
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
公
同
会
が
発
足
弩
時
よ
り
支
持
し
て
い
た
の
は
、
志
摩
郡
鳥
羽
町
出
身
で
第
一
回
総
選
挙
か
ら
第
一
○
回
総
選
挙
ま
で
旧
三
重
県
第
一
区
よ
り
衆
議
院
議
員
に
連
続
当
選
し
、
板
垣
退
助
内
相
の
秘
書
官
原
の
鼎
立
と
い
う
事
態
は
、
の
ち
に
森
本
の
出
馬
辞
退
で
避
け
ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
栗
原
は
尾
崎
の
地
盤
を
脅
か
し
つ
つ
あ
っ
た
。
尾
崎
に
と
っ
て
は
、
政
友
会
に
お
け
る
同
志
で
あ
る
は
ず
の
栗
原
か
ら
脅
か
さ
れ
る
地
盤
、
政
友
会
と
は
反
日
し
な
が
ら
も
尾
崎
と
い
う
人
物
に
心
酔
し
て
地
盤
を
守
る
好
友
会
と
い
っ
た
、
複
雑
な
関
係
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
斯
く
の
如
き
複
雑
な
選
挙
地
盤
に
対
し
て
、
尾
崎
の
認
識
は
極
め
て
甘
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
森
本
進
退
問
題
に
関
し
て
も
、
同
様
な
認
識
の
甘
さ
が
原
因
と一一一一口えるだろう。それが、ひいては得票の低さとして具現
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
公
同
会
と
の
相
克
七
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や
大
蔵
省
参
与
な
ど
を
歴
任
し
た
、
栗
原
亮
一
で
あ
っ
た
。
栗
原
は
、
実
質
的
な
公
同
会
の
領
袖
だ
っ
た
と
言
え
る
。
尾
崎
と
公
同
会
と
の
相
克
は
、
第
三
回
総
選
挙
に
ま
で
遡
る
。
第
三回総選挙では、自由党と改進党との対立が顕在化し、一一一
重
県
第
五
区
で
も
自
由
党
系
組
織
（
当
時
の
名
称
は
正
義
会
）
と
好
友
会
と
の
間
で
熾
烈
な
選
挙
戦
が
行
わ
れ
た
。
正
義
会
は
柴
原
が
第
一
区
に
立
脚
し
て
い
た
た
め
、
栗
原
の
推
薦
す
る
白
山
党
公
認
候
補
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
自
由
党
公
認
候
補
は
、
こ
と
ご
と
く
尾
崎
側
に
敗
れ
、
尾
崎
を
し
て
「
南
勢
で
の
］
無
鳥
郷
の
蛎螂」などと椰楡するに至る。第五区を中心とした改進党
優
勢
の
様
相
は
、
改
進
党
が
進
歩
党
へ
、
正
義
会
が
公
同
会
へ
と
ｆ脱した後も変わらなかった・公同会とは、尾崎や好友会
に
よ
り
苦
汁
を
飲
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
七
同
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
郡
部
選
挙
区
と
い
う
大
選
挙
区
制
へ
と
変
わ
っ
た
た
め
、
初
め
て
公
何
会
は
栗
原
へ
の
戒
接
支
援
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
に
よ
り
、
公
同
会
は
政
友
会
系
組
織
で
あ
る
も
の
の
、
公
認
候
補
た
る
尾
崎
へ
対
す
る
支
援
な
ど
は
画
餅
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
な
栗
原
の
み
へ
の
支
援
に
終
始
し
た
。
一
方
の
好
友
会
も
、
前
述
の
通
り
、
進
歩
党
系
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
尾
崎
支
援
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
ア
イ
法
政
史
学
第
六
十
九
号
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
違
い
か
ら
、
郡
部
選
挙
区
は
特
に
旧
第
五
区
内
で
の
調
整
が
諮
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
公
同
会
と
好
友
会
で
票
を
奪
い
合
う
対
立
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
表
面
上
は
公
何
会
と
好
友
会
の
呉
越
同
舟
に
も
見
え
る
が
、
実
際
は
以
前
と
同
様
な
、
自
由
党
対
進
歩
党
と
い
う
形
式
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
。
選
挙
後
の
開
票
結
果
を
受
け
て
、
尾
崎
は
森
本
へ
書
簡
を
宛
て
て
い
る
が
、
同
志
で
あ
る
は
ず
の
栗
原
と
の
選
挙
戦
や
、
公
同
会
と
の
相
克
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
先
般
来
は
非
常
の
御
尽
力
に
領
り
候
段
、
感
謝
の
至
に
御
駆
候
。
公
同
派
は
投
票
の
前
夜
磯
部
に
て
凡
そ
百
票
を
栗
原
側
に
引
付
け
た
り
と
申
居
候
。
如
何
な
る
手
続
き
に
て
、
ど
の
村
々
を
攻
め
た
る
に
や
。
将
来
の
参
考
と
も
な
る
へ
き
儀
に
付
、
確
実
な
る
事
迩
御
取
調
置
被
下
度
候
。
前
地
受
持
の
方
面
も
悉
く
竹
原
の
有
と
な
れ
る
が
如
し
。
是
亦
御
取
調
の
上
御
一
報
相
願
腱腱・
書
簡
で
描
か
れ
て
い
る
磯
部
村
と
は
、
志
摩
郡
管
下
で
も
川
答
志
郡
の
外
縁
に
位
置
す
る
。
旧
答
志
郡
は
鳥
羽
出
身
の
栗
原
が
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
旧
答
志
郡
の
磯
部
村
に
隣
接
し
て
、
森
本
の
居
住
す
る
旧
英
虞
郡
鵜
方
村
が
存
在
す
る
。
二
大
勢
力
圏
の
境
界
に
立
地
す
る
磯
部
村
は
、
選
挙
の
毎
に
公
同
会
と
、
進
歩
党
尾
崎
寄
り
で
あ
る
森
本
と
の
間
で
激
し
い
暗
闘
が
行
わ
れ
て
い
た
。
第
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七
回
総
選
挙
で
も
志
摩
郡
の
集
票
活
動
は
磯
部
村
が
争
点
と
な
り
、
雪
辱
に
燃
え
る
公
同
会
が
有
利
な
得
票
戦
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
直
前
に
至
り
一
○
○
票
余
を
栗
原
側
へ
奪
取
さ
れ
た
こ
と
は
、
尾
崎
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
。
公
同
会
に
関
連
す
る
人
物
で
は
、
栗
原
の
他
に
も
、
そ
の
立
候
補
（焔）
によって尾崎へ影響を与豈えたのが竹原撲一であった。竹原
は、厳密に一一一一口えば公同会員ではないものの、自由党での活
動
歴
も
古
く
、
政
友
会
三
重
県
支
部
常
任
幹
事
を
務
め
て
お
り
、
Ⅲ
第
五
区
の
南
牟
婁
郡
が
立
脚
地
で
あ
る
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
公
例
会
の
客
員
と
い
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
竹
原
に
、
尾
崎
は
南
牟
婁
郡
に
お
い
て
惨
敗
を
期
し
て
い
る
。
前
記
の
書
簡
に
依
れ
ば
、
尾
（随）
崎
は
南
牟
婁
郡
で
の
集
亟
不
を
前
地
と
い
う
人
物
に
一
任
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
成
果
は
芳
し
く
な
く
、
多
く
の
票
が
竹
原
に
流
れ
た。尾
崎
と
栗
原
は
政
友
会
の
公
認
を
得
て
の
出
馬
と
な
っ
た
が
、
竹
原
は
政
友
会
の
推
薦
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
単
身
出
馬
へ
と
踏
み
切
っ
て
い
る
。
南
牟
婁
郡
に
お
い
て
の
実
力
は
高
い
も
の
の
、
郡
部
選
挙
区
全
体
で
考
え
れ
ば
決
し
て
有
力
候
補
と
は
言
え
な
い
竹
原
が
、
非
推
薦
で
の
州
馬
を
決
意
し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（Ⅳ）
竹
原
は
地
価
修
正
問
題
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
か
ら
、
第
二
回
総
選
挙
の
際
に
尾
崎
非
推
薦
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
お
り
、
以
後
も
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
（
田
中
・
渡
辺
）
第
七
同
総
選
挙
で
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
浜
田
図
松
の
立
候
補
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
巧
選
こ
そ
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の、初陣にして第九位・一九六七祭を獲得して紅旭、その
存
在
感
に
尾
崎
は
驚
嘆
し
た
で
あ
ろ
う
。
当
初
の
浜
田
は
好
友
会
に
所
属
し
て
お
り
、
積
極
的
に
尾
崎
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
浜
田
が
好
友
会
に
入
っ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
明
治
三
十
一
年
に
は
好
友
会
の
重
鎮
で
あ
る
白
井
清
樅腿などとともに、大石正巳の第四区婿入りという重要な
事案に参画した経緯が孔旭、すでに好友会の内部では若年
な
が
ら
も
役
員
的
な
地
位
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
浜
田
尾
崎
と
の
間
に
長
い
確
執
が
残
っ
た
。
竹
原
に
と
っ
て
は
自
己
の
当
選
を
目
標
に
据
え
た
選
挙
と
い
う
よ
り
、
反
尾
崎
の
感
情
か
ら
臨
ん
だ
選
挙
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
選
挙
活
動
の
様
子
を
見
て
み
て
も
、
投
票
Ⅱ
吹
前
に
選
挙
事
務
所
を
構
え
て
い
る
の
が
南
牟
婁
郡
（旧）
で
は
な
く
宇
治
山
川
と
い
う
尾
崎
の
本
拠
地
で
あ
り
、
そ
の
剥
き
出
し
の
対
抗
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
竹
原
の
得
票
数
は尾崎に及ばなかった籾、南牟婁郡のみを見れば、尾崎二
一Ⅲ票に対して竹原五七九票と圧勝であ燗、彼の立候補は
確
実
に
尾
崎
へ
痛
手
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
浜
田
国
松
の
立
候
補
七
五
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は
、
第
七
回
総
選
挙
に
非
公
認
で
立
候
補
し
た
た
め
好
友
会
を
除
名
（型）
処分とされた。しかし、旧自由党派で公同〈君の西田周士口を
通
じ
た
、
票
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
集
票
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
◎
公
同
会
の
内
証
一
昨
十
四
日
開
票
せ
し
度
会
郡
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
は
既
報
の
如
く
な
る
が
中
栗
原
氏
の
得
票
は
僅
々
四
百
五
十
一
票
に
し
て
公
同
会
派
の
予
期
せ
し
約
七
百
票
よ
り
減
ず
る
こ
と
実
に
三
百
票
な
り
し
が
此
間
の
消
息
に
就
て
伝
ふ
る
も
の
は
曰
く
個
は
全
く
間
際
に
至
り
西
川
周
吉
氏
が
自
個
の
掌
中
に
在
り
し
栗
原
氏
の
得
票
数
よ
り
三
百
余
票
を
割
き
て
私
に
濱
田
氏
に
譲
り
た
る
結
果
に
外
な
ら
ず
然
れ
ば
こ
そ
濱
田
氏
の
得
票
は
意
外
に
多
数
な
り
し
と
の
こ
と
暴
露
す
る
に
至
り
昨
今
公
同
会
派
中
熱
心
に
栗
原
氏
を
推
し
た
る
面
々
の
激
昂
甚
し
く
遂
に
西
田
氏
を
公
同
会
よ
り
除
名
す
べ
し
と
ま
で
憤
激
し
為
に
容
易
な
ら
ざ
る
内
証
を
醸
し
つ
、
あ
る
よ
し
な
る
が
何
れ
此
問
題
は
公
同
会
派
の消長に関する宿痂ともなるべき模様なり（以収雌）
度会郡での選挙結果が出ると、栗原の得票は予想より一一一
○
○
票
余
り
も
少
な
い
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
西
田
周
吉
に
よ
る
票
の
操
作
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
西
田
は
公
同
会
の
集
票
か
ら
三
○
○
票
も
浜
田
へ
流
す
と
い
う
工
作
を
行
っ
た
。
事
実
が
明
白
と
な
法
政
史
学
第
六
十
九
号
第
七
Ｍ
総
選
挙
は
尾
崎
に
と
っ
て
極
め
て
苦
し
い
選
挙
と
な
り
、
辛
う
じ
て
当
選
を
果
た
し
た
よ
う
な
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
選
挙
両
後
で
の
東
京
朝
日
新
聞
に
尾
崎
の
落
選
が
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
（”）
った。苦戦
を
呈
し
た
外
的
要
因
と
し
て
、
ま
ず
、
旧
第
五
区
の
内
部
で
り
、
公
同
会
の
逆
鱗
に
触
れ
た
西
出
に
は
除
名
処
分
す
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
背景には、度会商工銀行頭取告発熟他の関与が推察され
る
。
こ
の
事
件
の
被
疑
者
こ
そ
、
西
田
周
吉
の
父
親
で
あ
る
西
田
貞
助
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
事
件
の
弁
護
を
担
当
し
た
の
が
浜
田
国
松
で
あ
っ
た
。
父
の
弁
護
人
と
い
う
こ
と
か
ら
西
田
は
、
浜
田
に
対
し
て
恩
義
を
感
じ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
浜
田
へ
有
利
に
働
く
よ
う
な
票
の
操
作
を
行
っ
た
原
因
に
は
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
が
背
後
に
存
在
し
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
浜
田
は
続
く
第
八
同
総
選
挙
で
も
落
選
し
て
し
ま
う
が
、
第
九
回
総
選
挙
以
降
は
連
続
当
選
を
果
た
し
、
尾
崎
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
政
治
家
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
。
こ
の
第
七
回
総
選
挙
を
通
じ
て
宇
治
山
川
に
地
盤
を
築
い
た
浜
田
は
、
肢
終
的
に
は
好
友
会
・
公
川
会
・
中
立
派
の
全
て
を
併
呑
す
る
に
至
る
。
お
わ
り
に
七
六
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は
、
公
同
会
・
好
友
会
と
い
う
支
持
派
閥
が
協
力
は
お
ろ
か
相
克
を
繰り返し、呉越同舟にすら至らない状態であったことが挙
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
尾
崎
の
憲
政
本
党
離
脱
・
政
友
会
参
画
と
い
う
事態が引き起こした問題ではあるが、政友会が決して一枚
岩
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
、
注
目
に
他
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結果、同志であるはずの栗原と熾烈な選挙戦を行わなけれ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
南
牟
婁
郡
で
の
竹
原
の
反
乱
も
尾
崎
を揺るがした。
内
的
要
因
と
し
て
は
、
党
務
に
迫
わ
れ
地
盤
固
め
が
甘
す
ぎ
た
と
い
う
、
尾
崎
自
身
の
選
挙
に
対
す
る
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
選
挙
活
動
よ
り
も
政
友
会
総
務
委
員
と
し
て
の
全
国
遊
説
を
優
先
さ
せ
た
た
め
、
好
友
会
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。
森
本
進
退
問
題
も
、
紛
糾
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
甘
さ
が
一
因
ま
た
、
好
友
会
を
除
名
処
分
さ
れ
て
ま
で
単
独
出
馬
し
、
落
選
の
憂き目を味わった浜田でこそあったが、この選挙を契機と
し
て
確
実
に
地
盤
を
固
め
、
後
に
は
尾
崎
か
ら
宇
治
山
田
と
い
う
本
拠地を奪う。さらには、古くからの同志である森本は、断
腸
の
思
い
で
出
馬
を
辞
退
し
た
も
の
の
、
や
は
り
遺
恨
が
残
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
翌
年
の
第
八
回
総
選
挙
で
は
政
友
会
を
離
れ
て
単
独
出
馬
・
当
選
し
、
尾
崎
と
の
快
を
分
か
つ
。
と
想
像
さ
れ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
（
田
中
・
渡
辺
）
「
尾
崎
行
雄
伝
」
に
依
れ
ば
、
第
三
回
総
選
挙
が
最
も
苦
し
い
選
（犯）
拳
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
得
票
数
の
み
な
ら
ず
、
前
記
で
述
べ
た
外
的
・
内
的
要
因
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
第
七
回
総
選
挙
こ
そ
尾
崎
が
最
も
苦
戦
し
た
選
挙
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、
尾
崎
に
と
っ
て
の
第
七
同
総
選
挙
と
は
、
苦
戦
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
翌
明
治
三
十
六
年
に
行
わ
れ
た
第
八
何
総
選
挙
で
、
尾
崎
は
北
勢
で
の
得
票
を
一
気
に
伸
ば
し
て
い
る
が
、
こ
の
北
勢
進
出
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
第
七
回
総
選
挙
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
政
治
的
信
条
よ
り
も
尾
崎
と
い
う
人
物
を
優
先
さ
せ
て
支
援
に
徹
し
た
好
友
会
の
行
為
は
、
や
が
て
号
堂
会
式
理
想
選
挙
に
繋
が
る
原
型
を
醸
し
出
し
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
後
の
研
究
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
主一一一一口
（１）厳密な議員定数は一一一八一名であるが、北海道一一一区一一一名と
沖
縄
一
区
二
名
に
は
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
施
行
さ
れ
た
の
が
選
挙
区
一
○
五
区
選
出
議
員
数
三
七
六
名
（
市
区
七
三
名
、
郡
部
区
一
一
九
六
名
、
島
蝋
四
名
、
北
海
道
三
名
）
で
あ
っ
た
。
（
２
）
尾
崎
は
第
六
位
で
二
一
四
四
票
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
続
く
第
七
位
・
海
野
謙
次
郎
の
二
○
九
九
票
、
郡
部
次
点
・
深
山
一
の
二
○
一
一
二
票
、
落
選
者
第
二
位
・
浜
田
国
松
の
一
九
六
七
票
と
比
べ
て
も
僅
七
七
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差
で
あ
り
、
低
迷
と
苦
戦
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
森
本
確
也
関
係
文
書
」
（
以
下
、
「森本確也関係文書」と略す）。
な
お
、
森
本
確
也
関
係
文
書
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
（
「
法
政
史
学
」
第
六
八
号
、
平
成
十
九
年
九
月
）
に
記
し
た
。
（
４
）
「
森
本
確
也
関
係
文
書
」
恥
Ⅳ
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
七
日
付
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
。
（
５
）
「
森
本
確
也
関
係
文
書
」
恥
旧
、
明
治
三
十
五
年
二
月
一
一
一
日
付
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
。
（
６
）
当
時
の
森
本
は
、
三
重
県
農
工
銀
行
取
締
役
・
一
一
一
重
銀
行
取
締
役
の
地
位
に
あ
り
、
後
に
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
と
な
る
。
天
春
文
衛
は
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
、
栗
原
亮
一
は
日
本
興
業
銀
行
設
立
委
旦
、
新
聞
貢
は
徳
島
県
農
工
銀
行
設
立
委
員
、
水
井
鼎
六
郎
は
駿
豆
銀
行
頭
取
を
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
党
内
不
一
致
の
み
な
ら
ず
、
勧
業
・
農
工
銀
行
を
中
心
と
し
た
金
融
行
政
を
通
じ
て
、
な
ん
ら
か
の
馴
鰯
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
７
）
国
会
Ｍ
苦
節
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
巨
明
治
三
十
五
年
七
月
十
五
日
二
面
。
以
下
、
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
皀
は
、
「
伊
勢
新
聞
」
と
略
す
。
（８）「伊勢新聞」明治三十五年七月十五日二面。
小
生
儀
来
る
総
選
挙
に
付
衆
議
院
議
員
候
補
た
る
べ
く
各
地
政
友
よ
り
勧
誘
を
受
け
た
る
も
従
来
尾
崎
行
雄
氏
と
根
拠
を
同
ふ
法
政
史
学
第
六
十
九
号
す
る
に
依
り
小
生
の
候
補
を
争
ふ
は
相
互
の
不
利
な
る
は
勿
論
同
志
勢
力
の
消
長
に
も
関
す
る
次
第
に
付
這
回
は
断
然
候
補
者
た
る
こ
と
を
辞
退
し
史
に
尾
崎
行
雄
氏
を
推
薦
す
右
謹
告
候
也
明治一一一十五年七月拾一一一日森本確也
（９）「伊勢新聞」明治三十五年五Ⅱ二十三Ⅱ二面。
（
四
好
友
会
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
諜
簡
紹
介
」
の
解
説
に
て
、
概
要
程
度
の
説
明
を
行
っ
た
。
（
、
）
こ
こ
で
改
進
党
・
進
歩
党
を
主
軸
と
す
る
、
政
党
の
推
移
を
概
述
し
て
み
た
い
。
改
進
党
（
正
式
名
称
は
立
憲
改
進
党
）
は
明
治
十
兀
年
Ⅲ
月
に
大
隈
重
信
を
総
理
と
し
て
結
党
さ
れ
た
。
自
由
党
（
正
式
名
称
は
立
憲
自
由
党
）
と
並
ぶ
自
由
民
権
運
動
期
か
ら
の
代
表
的
な
政
党
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
九
年
三
月
に
進
歩
党
へ
と
発
展
的
解
消
を
遂
げ
た
。
こ
の
進
歩
党
は
、
明
治
三
十
一
年
六
月
に
自
由
党
と
今
川
し
て
憲
政
党
と
な
り
、
初
め
て
政
党
主
体
の
隈
板
内
閣
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
党
内
不
一
致
に
よ
り
四
ヵ
月
で
内
閣
は
瓦
解
し
、
旧
進
歩
党
派
は
憲
政
党
か
ら
締
め
Ⅲ
さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
憲
政
本
党
を
結
成
し
た
。
一
方
の
Ⅲ
ｎ
川
党
派
を
中
心
と
す
る
憲
政
党
は
、
そ
の
大
部
が
明
治
三
十
一
一
一
年
九
月
の
政
友
会
（
正
式
名
称
は
立
憲
政
友
会
）
創
立
に
参
加
し
た
。
尾
崎
は
、
改
進
党
結
成
当
初
か
ら
の
主
要
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
進
歩
党
・
憲
政
党
・
憲
政
本
党
と
党
籍
が
移
動
し
た
。
た
だ
し
、
政
友
会
の
創
立
に
際
し
、
尾
崎
は
憲
政
本
党
を
離
脱
し
て
ま
で
参
加
す
る
と
い
う
、
や
や
理
解
に
苦
し
む
行
動
を
執
っ
た
。
七
八
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支
援
組
織
で
あ
る
好
友
会
も
、
党
籍
の
推
移
は
尾
崎
と
同
一
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
尾
崎
の
「
政
友
会
入
り
」
に
関
し
て
見
れ
ば
、
全
面
的
な
賛
同
を
寄
せ
て
い
た
の
か
、
組
織
と
し
て
政
友
会
に
党
籍
を
移
し
た
か
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い。ま
た
、
当
時
の
「
伊
勢
新
聞
』
に
お
い
て
は
、
「
進
歩
党
派
・
自
由
党
派
」
と
の
旧
名
称
が
頻
出
し
て
お
り
、
地
方
政
界
で
は
政
友
会
・
憲
政
本
党
と
い
っ
た
新
規
組
織
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る
旧
政
党
派
閥
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
様
相
を
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
好
友
会
や
尾
崎
支
援
者
に
関
し
て
は
、
や
や
古
い
が
「
進
歩
党
派
・
進
歩
党
系
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。
（
、
）
「
伊
勢
新
聞
」
明
治
二
十
七
年
二
月
十
一
日
一
面
。
「
蛎
幅
」
な
ど
と
尾
崎
を
椰
楡
し
て
い
る
も
の
の
、
「
無
烏
郷
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
対
抗
馬
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
椰
楡
で
は
あ
る
が
、
暗
に
口
由
党
側
が
極
め
て
劣
勢
で
あ
る
様
相
を
表
し
て
い
る
。
（
囮
）
正
義
会
は
明
治
二
十
年
代
後
半
に
解
散
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る。そして公何会の成立は明治一一一十一年であり、厳密に一言
う
な
ら
ば
、
両
者
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
自
由
党
系
の
組
織
で
あ
る
こ
と
や
、
恐
ら
く
構
成
員
も
大
半
が
同
一
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
た
め
、
便
宜
上
、
正
義
会
の
改
称
が
公
同
会
で
あ
ると記した。
（
ｕ
）
「
森
本
確
也
関
係
文
書
」
恥
四
、
明
治
三
十
五
年
八
月
十
七
Ｕ
付
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
。
（巧）鵜殿村長・南牟婁郡会議員・’一一重県会議員・政友会三重
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
（
川
中
・
渡
辺
）
県
支
部
長
な
ど
を
長
く
務
め
、
後
の
大
正
十
三
年
に
は
憲
政
史
上
鎧
高
齢
の
七
三
歳
で
衆
議
院
議
員
へ
の
初
当
選
を
果
た
し
た
。
（
咀
）
詳
細
は
不
明
だ
が
、
井
田
村
長
・
南
牟
婁
郡
会
議
員
・
同
参
事
会
員
を
務
め
た
、
前
地
春
松
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
（
Ⅳ
）
鵜
殿
村
村
史
繍
さ
ん
委
員
会
編
「
鵜
殿
村
史
通
史
編
」
（
鵜
殿
村
、
平
成
六
年
）
四
四
四
～
四
四
八
頁
。
地
租
改
正
の
際
、
概
ね
東
日
本
に
低
く
、
西
日
本
に
高
い
傾
向
が
あ
り
、
地
価
の
地
域
格
差
是
正
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
の
第
一
議
会
で
は
、
民
党
内
部
に
は
地
租
軽
減
を
地
租
率
軽
減
で
図
ろ
う
と
す
る
者
と
、
地
価
修
正
に
基
づ
く
軽
減
を
要
求
す
る
者
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
三
重
県
で
も
地
価
修
正
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
南
勢
諸
郡
で
は
志
摩
・
南
北
牟
婁
・
伊
賀
の
一
部
が
地
価
修
肚
を
強
く
望
み
、
逆
に
北
勢
諸
郡
と
伊
賀
の
一
部
は
地
租
率
を
問
題
と
し
た
。
南
牟
婁
郡
に
地
盤
を
置
く
竹
原
は
、
地
価
修
正
を
真
正
面
に
捉
え
て
地
租
率
の
問
題
な
ど
は
排
除
し
た
た
め
、
地
価
修
正
・
地
租
率
の
両
面
是
正
を
唱
え
た
尾
崎
説
を
「
併
行
論
」
で
あ
る
と
し
て
強
く
反
発
し
て
い
た
。
（旧）「伊勢新聞」明治三十五年八川九Ⅱ二町。
◎
竹
原
撲
一
氏
昨
Ｒ
宇
治
山
田
吸
霞
園
に
本
陣
を
裾
へ
頻
り
に
有
志
者
を
会
合
し
て
謀
議
を
凝
ら
し
届
れ
り
（岨）竹原は第一一一一位・一一三六票に過ぎない。
（別）「伊勢新聞』明治三十五年八月１’一一日二面。
（
Ⅲ
）
「
伊
勢
新
聞
」
明
治
一
一
一
十
五
年
八
月
十
五
日
二
面
。
度
会
郡
の
得
七
九
Hosei University Repository
票
だ
け
を
見
て
も
、
尾
崎
一
一
七
七
票
・
浜
田
六
○
四
票
・
栗
原
四
五
一
票
で
あ
り
、
そ
の
健
闘
ぶ
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
聖
白
井
清
栄
門
は
、
実
質
的
な
好
友
会
の
領
袖
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
白
井
の
経
歴
な
ど
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
解
説
の
註
３
に
記
し
た
。
（別）「伊勢新聞」明治三十一年二月十六日一一面。
（皿）「伊勢新聞」明治一一一十五年七月二四Ⅱ二町。
（
空
「
伊
勢
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
八
月
十
六
Ｕ
一
面
。
（
別
）
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
伊
勢
新
聞
」
に
依
れ
ば
、
同
行
頭
取
で
あ
っ
た
辻
村
弥
八
に
よ
る
横
領
事
件
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
辻
村
を
操
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
の
が
西
田
貞
助
だ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
、
一
見
し
て
単
な
る
横
領
事
件
と
思
え
る
が
、
度
会
商
工
銀
行
は
白
井
清
栄
門
・
森
本
確
也
ら
好
友
会
の
有
力
者
が
取
締
役
を
勤
め
る
、
い
わ
ば
好
友
会
の
資
金
源
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
川
行
の
衰
退
は
、
好
友
会
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
横
領
事
件
の
数
年
後
、
度
会
商
工
銀
行
や
親
銀
行
で
あ
る
三
重
銀
行
の
破
綻
を
契
機
と
し
て
、
好
友
会
は
解
散
に
至
る
。
（
〃
）
「
束
京
朝
Ⅱ
新
聞
」
川
沿
三
十
五
年
八
月
十
四
日
一
面
。
尾
崎
行
雄
氏
落
選
十
三
Ⅱ
津
特
発
度
会
郡
の
投
票
箱
延
着
の
た
め
明
Ⅱ
開
票
す
る
こ
と
、
な
れ
り
、
尾
崎
行
雄
氏
落
選
と
の
確
報
あ
り
（
肥
）
伊
佐
秀
雄
『
尾
崎
行
雄
伝
」
（
尾
崎
行
雄
伝
刊
行
会
、
昭
和
二
十
六
年
）
囚
九
四
頁
。
尾
崎
の
恩
師
で
あ
る
門
野
幾
之
進
が
同
一
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
、
「
門
野
は
尾
崎
の
教
師
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
日
法
政
史
学
第
六
十
九
号
［
付
記
］
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
Ⅱ
本
史
演
習
Ⅵ
（
学
部
近
代
史
三
年
ゼ
ミ
）
に
お
け
る
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
川
中
麻
愛
氏
の
ゼ
ミ
発
表
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
川
中
氏
の
ゼ
ミ
発
表
を
独
立
論
文
と
し
て
纏
め
る
よ
う
に
薦
め
た
第
二
著
者
［
渡
辺
］
で
は
あ
る
が
、
原
稿
が
概
成
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
だ
年
月
の
み
を
浪
費
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
田
中
氏
へ
の
謝
罪
の
意
も
込
め
て
、
未
完
成
部
分
に
補
筆
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
一
著
者
は
田
中
麻
愛
氏
で
あ
り
、
渡
辺
は
第
二
著
者
と
な
る
が
、
文
責
は
第
二
著
者
が
負
う
も
の
と
す
る
。
前
号
掲
載
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
に
続
き
、
本
稿
で
は
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
成
果
は
、
す
べ
て
平
成
十
五
年
度
学
部
近
代
史
三
年
ゼ
ミ
生
の
皆
様
に
帰
納
す
る
。
謹
ん
で
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
由
党
側
か
ら
の
宣
伝
で
不
利
な
戦
況
に
な
っ
た
も
の
の
、
見
事
な
演
説
で
形
勢
逆
転
を
果
た
し
た
と
い
う
。
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